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暇
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。
し
か
し
別
に
怒

ら
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。
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∴
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か
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∴
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だ
。
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熱
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に
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え
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れ
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そ
の
た
め
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手
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な
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'
た
い
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い
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め
ら
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ま
た
県
の
作
文
大
会
に
も
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品
し
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入
監
し
た
と
!
i
び
を
語
る
者
、
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そ
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に
近
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坊
は
'
全
部
が
邦
雄
間
辺
の
中
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校
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あ
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在
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あ
っ
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妙
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そ
う
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っ
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あ
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不
幸
に
思
う
し
、
ま
た
一
校
の
名
挙
の
た
め
に
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お
だ
て
ら
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今
は
持
た
な
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。
私
は
勇
気
を
出
し
て
そ
れ
ら
を
無
視
し
'
皆
を
同
等
に
扱
っ

た
。こ

こ
で
む
し
ろ
問
題
に
な
る
の
は
'
「
遠
足
な
ど
に
行
く
と
す
ぐ
そ
の
技
で
'

ま
た
映
画
を
見
れ
ば
位
相
文
と
、
そ
れ
が
た
め
映
画
が
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
」
と
か
、
「
小
学
校
の
時
は
必
ず
H
休
み
冬
休
み
に
日
記
や
作

文
を
書
か
さ
れ
て
'
ひ
と
つ
も
誓
き
た
-
な
か
っ
た
」
と
い
う
告
白
で
あ
る
。

こ
こ
に
'
い
つ
、
ど
の
く
ら
い
書
か
せ
る
か
t
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
更
に
言

え
ば
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易
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っ
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せ
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ら
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あ
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。
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す
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え
あ
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得
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」
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さ
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っ
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て
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な
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あ
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追
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あ
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。
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し
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あ
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れ
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あ
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あ
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。
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五
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間
の
授
業
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分
把
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次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
o

-　52　-



<貢き1>

:34年上空x u 主 l32年R =31年蛙i:.().ド

年 年 年 年年 年年 年年 年

FFl′甲乙 即乙 甲乙 Et.乙 甲

6 fi r> '.> (; 9 6 9 8 6

ク ク ク クク ク時 暗

闘 乱

.--
石

午 午午 年

甲 乙 乙乙 甲

r)

ク

4. 4 4 3

ク ケ

IS r ,
、ll.、.「 .19 19 21(

ク ク y ク 時計

)

担三 一再三一T i=

任年 任年 任年

排 預 排 出 排 演排 潟

l=求 捉 f求 駐球 提封ミ 駐

部 tl-部 郡.郡 部 部 部

崩 クal l クク ク ク 的

P"

ク ク
人 人

i

目 す

事 育 冶
要プこ
PIコ

詣

El
t̂
-

会 委

I-十
蛋

良

PTr 総 白

l義 義
一..ヱこ良 J

醇i
間

〔 同 間地 高

++ 受
崖 、

′、
次 数

代 支A代 安交 戦

J端 部議 部,部 員

i.1 曇A員 TTt吾 組

) 言己

長

) 冨己
釈

j這

年 合

′邪
lこ三

一
蝣
.
:
蝣
-
-
:
-
j
.
-
い
り
　
∵
㌫
∴
∵
言
い
・
:
・
∵
∴
∵
:
o
:
-
.
¥
;
蝣
;
/
-
:

湖
　
　
　
　
　
∴
"
'
<
~
i
f
7
-
r
'
・
'
"
・
'
・
・
,
蝣
∴
∴
寸
㌔

-
.
I
t
;
,
 
-
-
'
し
　
　
十
三
∴
1
.
∴
'
,
'
.
-
∵
＼
-
1
!
う
。

7
,
2
一
　
に
I
 
i
-
蝣
!
.
 
-
-
∵
・
ヾ
　
∴
」
r
・
.
-
圭
r
J
に
-
-
;
1
V

せ
る
。

二
年
で
は
山
物
の
見
方
・
感
じ
方
・
考
え
方
を
よ

り
一
層
S
s
く
広
い
も
の
に
す
る
。

i
1
∵
出
　
＼
と
-
.
;
i
;
i
^
f
r
-
-
f
-
i
二
・
。

,
i
i
う
ち
一
回
は
「
竺
S
の
文
」
と
関
達
さ
せ

m
m

i
l
l
十
‥
.
吉
け
申
黒
川
-
1
i
.
-
-
'
-
-
-
:
皇
!
・
い
"
-
 
"
-
'
-
-
 
'
.
1
i
∴

‥
芋
-
蝣
-
'
-
&
.
,
.
-
J
蝣
,
蝣
'
蝣
'
'
"
;
な
べ
・
L
:
、
に
H
H
叫
∵
*
-
"
;
/
持
生

は
言
い
る
こ
し
に
1
.
・
一
い
蝣
;
<
蝣
;
-
.
蝣
-
:
'
E
-
」
や
い
く

I
T
L
一
V
:
'
'
i
l
∵
＼
.
言
イ
‥
l
ト
r
て
^
*
J
*
v
ォ

∴
=
'
‥
i
-
r
T
Z
C
蝣
て
早
!
.
:
v
T
て
∵
-
f
"
r
'
て
∴
」
亘
豆
V
c
j
^
-
1

主
∴
'
J
A
r
-
'
r
"
*
-
こ
誓
言
.
、
は
㍑
圭
-
r
i
-
-
∴
:
i
-
i
i
r
J
い
V
+
:
手
-
f

私
は
こ
れ
で
決
し
て
小
な
く
は
な
か
っ
た
と
思
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も
三
年
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三
年
と
持
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れ
る
こ
と
も
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っ
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。
た
だ
、
そ
の
カ
リ
キ
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ラ
ム
の
中
に
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は
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の
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。
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な
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。
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だ
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削
は
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と
し
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も
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作
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と
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い
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-
i
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*
-
T
昌
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什
文
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-
~
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1
-
い
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.
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-
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:
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1
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す
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遠
田
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な
っ
て
い
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'
こ
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他
に
'
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-
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「
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<
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;
:
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;
∵
・
:
な
い
し
は
n
h
-
,
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*
い
。

と
い
う
'
p
a
l
i
u
を
つ
け
加
え
た
い
ぐ
ら
い
で
あ
る
o
 
L
か
し
へ
　
瓜
は
「
し
に
く

い
」
の
で
な
く
「
し
な
い
」
こ
と
が
貴
も
作
文
指
導
を
困
耶
…
に
し
て
い
る
条
件

だ
T
C
う
-
>
.
!
」
-
-
<
・
・
蝣
-
'

「
し
に
く
い
」
の
は
花
か
で
あ
る
O
だ
が
'
「
L
に
-
い
」
か
ら
と
い
っ
て

「
し
な
い
」
の
は
よ
-
な
い
O
作
文
数
h
y
E
の
頂
唄
で
あ
る
こ
と
は
'
少
-
と
も

同
声
　
で
I
?
'
.
.
 
'
'
な
1
-
.
.
ト
j
L
」
・
享
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'
W
'
J
i
?
て
い
・
r
ォ
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h
等
だ
と
ま
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で
あ
る
。
「
読
む
こ
と
・
関
-
こ
と
・
誤
る
こ
と
・
話
す
こ
と
・
書
く
こ
と
」

が
'
そ
れ
ぞ
れ
有
税
的
に
結
び
つ
い
て
こ
そ
'
よ
り
完
全
へ
と
向
か
-
は
ず
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
少
-
と
も
私
た
ち
は
'
「
告
く
こ
と
」
の
単
花
の
中
で
だ
け

で
も
意
図
的
に
作
文
柑
沼
軒
訂
印
し
山
ぺ
m
L
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
O
甥
災
に
'

教
科
書
は
ど
れ
を
佼
関
し
て
も
そ
れ
ら
し
い
単
元
は
あ
る
の
で
あ
る
O

私
が
今
ま
で
に
関
係
し
た
教
科
書
の
単
元
の
配
列
を
見
る
と
「
責
3
」
の
よ

-
に
な
っ
て
い
る
o
　
こ
れ
ら
の
単
元
の
中
で
t
 
I
「
作
文
」
な
い
し
は
「
書
く
こ

と
」
に
椛
接
関
係
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
は
金
凹
一
i
=
小
机
氏
福
「
高
等

同
語
三
訂
恨
」
で
は
'
一
年
「
記
録
と
免
責
」
へ
二
符
「
生
活
の
文
」
へ
三
年

「
・
'
'
/
?
-
 
'
-
r
l
-
蝣
*
'
~
文
」
　
　
　
T
 
r
:
-
K
-
-
.
1
　
∵
J
い
∵
-
。
,
蝣
.
,
;
'
-
品
に
　
　
　
　
　
け

る
も
の
と
し
て
'
一
年
で
は
「
小
説
の
読
み
方
」
　
「
お
り
に
ふ
れ
て
」
　
「
わ
れ

~
<
4
-
 
-
-
-
"
~
「
・
:
J
 
V
′
・
V
^
i
-
 
-
'
t
 
i
i
;
^
:
i
 
r
豆
C
ふ
1
-
蝣
ご
て
　
　
に
「
　
㌣
主

一
二
年
で
は
「
人
間
と
社
会
」
　
「
近
代
の
小
説
」
　
「
E
語
・
国
字
問
拠
」
か
鋒
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
教
科
書
は
資
料
で
あ
る
か
ら
、
現
行
の
「
学
　
指
頂
R
5
m
」
で

「
作
文
・
話
し
方
」
に
二
十
%
か
ら
三
十
%
と
指
一
誉
t
,
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

・
J
-
蝣
蝣
'
-
i
-
.
:
に
そ
れ
た
け
-
.
v
-
^
・
<
蝣
;
.
・
'
.
p
-
 
"
-
 
'
j
i
V
4
;
.
^
>
i
:
;
.
/
.
.
;
h
い
、
j
い
　
　
㌦
」

・
-
 
'
x
,
-
V
-
 
"
い
　
　
;
i
.
v
c
;
i
r
料
の
十
p
.
(
て
1
-
-
 
-
:
 
-
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-
蝣
十
し
'
-
t
.
'
れ
は
な
L
=
な
い
し
圭
　
で
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y
~
r
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'
-
S
-
:
,
:
r
;
圭
丁
だ
、
作
'

-
-
J
:
'
-
蝣
-
!
∵
り
心
」
蝣
蝣
*
-
)
捕
ド
ニ
ー

る
時
、
教
科
書
の
単
元
に
沿
っ
て
把
え
よ
-
と
す
る
心
が
け
さ
え
あ
れ
ば
'
ど

れ
:
j
j
で
-
蝣
'
<
¥
J
Q
一
i
.
'
^
,
'
v
.
'
i
U
-
.
^
C
"
J
-
i
い
丁
へ
'
I
'
-
;
;
圭
言
い
た
い
r
J
で
も

i
C
'
"
1

今
少
し
言
え
ば
'
武
田
・
久
松
・
吉
田
三
氏
縞
の
角
川
版
「
国
語
結
合
」
で

は
'
作
文
に
間
X
-
,
f
,
-
j
叩
j
'
.
~
M
<
「
∴
y
'
Z
-
・
J
:
,
7
,
'
,
'
i
:
'
*
」
「
c
p
.
し
∴
T
T
t
」
と
一
蝣
.
1
-
に
片

寄
っ
て
い
る
と
は
言
え
る
が
'
(
そ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
作
文
指
導
の
機
会
と
し

て
生
か
す
べ
き
だ
が
)
そ
れ
ら
の
他
に
も
村
会
を
把
え
よ
-
と
す
れ
ば
出
来
る

の
で
あ
る
O
す
な
わ
ち
へ
「
戯
曲
と
映
画
」
の
単
元
で
は
'
最
近
見
た
捌
ま
た

は
呪
丙
に
つ
い
て
感
想
文
を
書
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
L
t
二
年
で
は
'
「
随

策
と
評
論
」
の
嬰
花
で
、

一
、
川
c
-
:
;
;
e
*
.
o

二
、
一
日
(
守
山
S
t
!
)

一
ニ
'
考
え
る
と
い
-
こ
と
(
包
井
桁
一
郎
)

四
、
近
代
日
本
人
の
発
州
心
(
伊
巌
生
)

と
い
-
教
材
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
日
常
身
辺
の
「
紙
」
と
か
「
竿
」
「
着

物
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
書
か
せ
c
t
心
外
な
発
見
を
さ
せ
る
こ
と

も
可
能
だ
し
'
日
本
人
と
し
て
の
自
己
を
批
判
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
.
ま
た

「
芸
術
の
鑑
脚
と
の
嬰
冗
で
は
'
教
材
が

L
t
中
り
i
v
Q
;
;
;
∴
(
V
-
‥
ヰ
首
r
_
-
J

二
、
窓
の
少
女
(
矢
代
幸
雄
)

三
'
ロ
ダ
ン
の
こ
と
ば
c
s
田
康
罪
訳
)

E
t
i
'
;
圭
I
i
U
^
t
一
二
∵
Z
-

.
E
-
Z
-
'
)

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
'
修
学
頓
行
そ
の
他
で
見
闇
し
た
「
大
和
の
古
寺
」
や

「
仏
他
」
な
ど
の
印
象
を
H
u
か
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
二
年
に
な
る

と
「
東
洋
と
西
洋
」
の
単
花
の
'

一
t
v
V
」
心
(
・
.
:
川
f
?
汁
)

二
'
恩
に
つ
い
て
(
べ
ネ
デ
ィ
久
ト
・
長
谷
川
訳
)

三
'
も
の
の
見
方
(
笠
信
太
郎
)

か
ら
'
広
く
自
己
自
身
を
含
め
た
日
本
人
と
い
-
も
の
を
批
判
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
L
t
そ
う
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
更
に
「
近
代
の
小
説
」
で
は

n
f
は
作
だ
蝣
j
<
-
蝣
;
・
蝣
・
,
思
は
f
昌
∴
‥
」
V
る
べ
*
,
'
1
9
&
:
'

,
-
r
-

要
す
る
に
'
機
会
は
そ
れ
を
把
え
る
心
掛
け
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
い
つ
で
も

把
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
'
私
は
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
た
だ
へ
そ
の
場
合

に
'
あ
く
ま
で
も
「
作
文
の
機
会
」
を
「
作
文
指
道
の
機
会
」
に
結
び
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
言
い
た
い
.
つ
ま
り
'
教
師
の
能
力
の
及
ぶ

範
囲
内
で
作
文
指
草
の
絶
好
の
機
会
を
把
え
れ
ば
よ
い
.
事
後
の
添
削
・
短
評

な
ど
の
処
理
指
導
の
可
問
な
時
に
把
え
れ
ば
よ
い
O
そ
し
て
そ
れ
を
出
来
る
だ

け
教
科
告
の
教
材
と
関
連
し
て
行
え
ば
よ
い
と
思
う
の
で
あ
る
.
も
ち
ろ
ん
へ

そ
-
い
-
槻
会
が
多
く
把
え
ら
れ
る
こ
と
が
門
ま
し
い
。
こ
れ
ら
は
'
私
の
災

践
の
不
完
全
な
こ
と
を
反
省
し
な
が
ら
言
-
の
で
あ
る
.
ま
た
'
個
人
の
カ
に

は
限
界
の
あ
る
こ
と
ゆ
え
へ
例
え
ば
教
師
の
定
員
を
増
す
と
か
へ
一
学
級
の
生

徒
数
を
少
な
く
と
も
四
十
名
ま
で
に
す
る
と
か
の
措
正
が
講
じ
ら
れ
る
よ
-
願

い
な
が
ら
言
う
の
で
あ
る
。

四
、
与
え
る
題
材
も
工
夫
す
る
こ
と

「
何
を
誓
か
せ
る
べ
き
か
」
に
詔
を
す
す
妙
わ
は
な
る
ま
い
O
「
い
つ
欝
か
せ

る
か
」
「
ど
の
-
ら
い
書
か
せ
る
か
」
よ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
重
嬰
な
問

題
は
'
こ
の
「
何
を
書
か
せ
る
か
」
で
あ
ろ
-
。
そ
れ
は
、
「
何
を
学
兄
さ
せ

る
か
」
と
い
-
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
か
ら
。
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こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
'
最
近
数
年
来
へ
会
社
、
官
公
庁
そ
の
他
の
、
い
わ

ゆ
る
t
/
.
H
i
'
i
^
'
に
m
」
^
れ
た
も
C
i
V
-
 
'
6
-
∵
　
　
　
し
て
r
ぺ
る
と
'
「
災
1
」
の

と
お
り
で
あ
る
O
中
に
は
'
さ
す
が
に
入
社
試
険
の
た
埠
の
問
題
だ
と
言
え
る

も
の
(
「
当
社
忘
れ
の
現
由
」
と
か
「
就
職
後
の
抱
負
」
な
ど
)
も
あ
る
が
'

も
ち
ろ
ん
有
効
に
利
用
出
来
る
も
の
も
多
い
。
利
用
出
来
る
も
の
は
大
い
に
活

用
し
て
よ
か
ろ
-
O

<表　　4>

C一つ　「私」を主顕とするもの

B

(主桑・信念・希望)

iiii iiill iiL iiill

mmmn
のののと

<m:i¥i三
待IT:いこ
」」立う
「「ちい
T'V」う

のの「人
F] T∴f..¥間
開所のだ
_L'主V '」'」
・i矩年「
」所時日
「」代己
私「」を
の-'I:「て
こ-ILこき、-> >:、

書しま」
」たでr
KB8直
f.'. T.∴己
の・批
個こ判
性れ」
」か

a
の

私
」

「　「　「　「　「Il　「

社私私私私私私
会のののののの
大　　人こ丁M∴ r.i
Lご:主il/!:I :亡T'l
な」と老兄」」」
る　す」　rr

る「　私私
のの
信理
想
」
　
「
私
の
抱
負
」
　
「
私
の
夢
」

粂
」
　
「
私
は
こ
-
い
-
人
間
に
な
り
た
い
」
　
「
理
想
と
す
る
人
間
像
」

わ
れ
如
何
に
生
く
べ
き
か
」
　
「
社
会
人
と
し
て
の
私
の
あ
り
方
」
　
「
私
の
生
き
る
追
」

-*>'の」

に
際
し
て
」
　
(
他
類
題
多
し
)

「
私
の
趣
味
」

「
-
-
,
C
ふ
、
=
r
:
;
j
　
「
乾
の
　
宍
己

「
私
の
環
境
」

「
私
の
親
友
」
　
「
わ
が
友
を
語
る
」
　
「
私
の
尊
敬
で
き
る
友
人
」

「
私
の
尊
敬
す
る
人
物
」
　
「
私
の
尊
敬
す
る
科
学
者
」

「
思
い
出
の
人
」
「
忘
れ
椙
ぬ
人
」

F
盟
監
+
監
品
濃
豊
幼
き
日
の
思
い
出
」
「
い
ち
ば
ん
管
か
っ
た
こ
と
」
「
私
の
慧
し
た
こ
と
」

「
最
近
私
の
感
じ
た
こ
と
」
　
「
近
頃
恩
-
こ
と
」
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条
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特殊な もの論説的な もの 社会を主芯 とす るもの 学窓を主題

とす るもの

芳て匠を主H7主と
す るもの

つ
-V 「「「Ill「

--:j~'㌧に浩然

「「「「「一「「「「「
科交託家信七個努愛社育
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私我高 学
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学私わ私白私

辛 社 も準」 の 学迫害 匠 ら人力画会年 1
∵l'tP H ∴ネ Cr)羊{<e 'i のが較窓 窓のがの己 の
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は 4 1 つい「 伶つ」 くつ世 いつた す」 きむつ 母え当 当 とる人し我
日 」 いて旗 王机 、「」い代 、.一uJ

てい ナん る 遺 こい 校 りつ つそ」にてが
言己

一「 て」 と 」て人「 ては 」.」 て十で 'i'l 」 とて のみて てれ「つ我家
入 思 「 人 「」柁わ」か 」こ」 年 「」」 恩 て」 我が私いがの
社 う修生 m 「」が「 く 「「「 の 日「「 い」「 が私か て家m
の 」学」 労 白「祖社:翠 七 T'"I*"*.' †† 羊 v .r-i 出「学 父に ら」の頂
刀 班 「 の山辺国会え 陽頑近 悟 を は在 」学窓 母茨見 状」
機 行 生 苔 と憩」生 る 疲 畠の 」 よ社の 旦三を をぽ た 態 「
と の清 び貴 と「清」 に も斯 く会世 時31隻 憶 し私 を我
将 あの に任頭 目に「 つ即 胃 す に而 代 立 うたの 語 が

完 り喜 つに異本つ宕 い含照己 る何 と のつ 」影父 る家
の 方 び いつ」国い 人 て芸;1呈拝 遺 を私 反に 搾母 」の
a 」」 てLい「民 ては PJl」受の 」質の 省当 i_ l_ ir
望 」 て心の」慰 け中 「むlE しーっ 「 私飼
」 「」 と竃「 う たで 日か き 「-⊂ 私 の」

メ.、
職 言説身」 三流 本」方 学 の の 就

…頃 業 葉」近「 と様 の 」 生所 両 職
過 に 」 なh ' 」に 将 「 時感 期 と
多 つ 民年 「成 来 甥 代 」 」 家
し い 主 と L.ユ、

今 じ を 代 の「 「 r1L三
)

.

て 主 し 茸た 諭 社 思学 私 」
」 義 て にこ ず 会 い窓 の
「 」の な と 」 の 出か 母
女 白 つ 、 矛 」 ら 」
性 党 て不 盾 社 ~ ¥
と 」 一Tl + 」 負 ."V.
職 「 看快 「 へ 1買 甥 関に 今 」 冗
」 佳 lb綴 目 弟

蝣;"fiflj を じ の ^ .
午 持た .忙 語

の つこ 相 る
蝣t- た と を 」
ラ こ」 .諭

ノL, と ず
」 」 」

注・与えられる時間は短かくて三十分,長くて六十分である.

・字数制限は四百字から八百字までの場合が多い。
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次
に
は
最
近
四
拝
聞
に
大
学
入
試
に
田
駁
さ
れ
た
も
の
を
年
次
ご
と
に
並
べ

て
み
よ
-
0
(
表
5
)
大
学
入
試
で
は
'
三
十
一
年
六
問
へ
三
十
二
年
十
間
へ

三
十
一
二
年
十
二
間
へ
三
十
四
年
十
三
間
へ
三
十
五
年
十
間
と
、
ご
く
位
か
で
'

全
問
芯
数
の
約
二
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
o
も
ち
ろ
ん
へ
　
「
祝
融
作
文
」
な
い

し
は
「
　
　
　
　
年
.
i
/
」
H
外
に
t
 
r
-
:
:
結
さ
X
l
"
た
=
'
-
v
-
V
∴
し
蝣
J
k
-
r
.
w
ゼ
た

り
、
作
文
力
を
見
ろ
問
匙
は
多
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
中
に
は
'
高
校
生
を
無
視
し
C
あ
ま
り
に
も
作
り
に
作
っ

た
と
い
-
印
象
を
与
え
る
も
の
、
ま
た
は
あ
ま
り
に
も
便
宜
的
な
感
じ
を
与
え

る
も
の
(
教
育
学
部
の
「
今
日
の
教
L
(
E
に
つ
い
て
」
経
済
大
学
の
「
経
済
と
○

○
」
な
ど
)
も
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
こ
う
い
-
方
面
を
も
考
え
さ
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
教
え
ら
れ
る
も
の
も
多
い
。

と
に
か
く
へ
吾
き
耽
り
の
カ
も
禁
琉
カ
も
、
ま
た
句
f
l
i
'
a
点
や
段
落
の
切
り
方

C
間
L
-
i
'
1
?
-
 
'
も
含
　
∵
V
.
S
R
-
T
i
 
'
-
;
-
,
;
-
'
&
c
け
　
悶
蝣
i
.
c
 
c
十
一
八
C
E
f
‥
・
f
;
テ
ス

ト
さ
れ
る
わ
け
だ
が
'
こ
こ
で
は
'
そ
れ
ら
の
上
に
一
定
暗
闘
内
に
一
定
字
数



CB)条　件　つ　き　の

高
加
大
t
j
T
"

蝣

'

-

・

'

-

 

'

-

'

'

-

/

-

 

'

・

・
「
二

<
.
 
-
-
:
:
∵
　
<
~
K
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¥
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~
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'
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∴
蝣
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-
き
人
　
　
　
　
∴
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い
べ
て
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1
^
1
班
を
H
H
け

(
-
T
.
-
㌦
∵
l
^
'
i
-
r
.
1
?
.
)
^
r
^
n
認
O
・
'
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"
汁

∴
小
∴
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'
蝣
'
(
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-
'
「
蝣
-
;
l
K
-
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-
:
崇
、
、
十
た
め

(

-
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蝣

=
1
.
の
一
S
J

l
:
g
=
-
蝣
¥
J
;
-
蝣

-
-
"
.
汁

一
六
〇
字
以
内

三
〇
〇
字
以
内

(
E
.
~
」
∴
子
r
'
ハ
=
蝣
c
A
-
¥
」
C
T
,
ノ

ー
イ
小
i
L
;
く
キ
け
)
t
-
i
r
i
文

-
:
蝣
-
 
'
蝣
'
(
二
蝣
y
.
)

∵

;

'

蝣

蝣

'

-
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'

r

宗
:
大

腿

m

m

:
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r

J

.

/

'

蝣

-
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蝣-J
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I(里見

・';;/.-r
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両　　　　　次'大
ー　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ_ノL

頂手本へ!出次く((
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の
一(

辛

し次(
ぽの

句　文をの告のゐ[(好句状　を招醇

甘
貞
大

幼け大の(の(
い　学[ft軍手等「

頃　八衿川仲平lるWiク融節先不:学蛇　は葦み　酷
の　試を秀の
こ∴　蝣・蝣i;^二　一∴..Lこ・・

い　受せ「理訂1-
出　け　旅の」

T>ォー　　参照け入pT
;. -"i∴・間

試
問
m
J

イ
遠
い

t
C
j
U
a
-
L
V

、
　
~
J

をを　杜甘蝣fr
m告　げ状棒

I T-^-.'^^/ It- I

けーーに」
獄　　　′1212

'*'.'Z* ¥二I'

二:∴K、ノ

け等作
5WJI
哲人
け物

の

心

た経文
J ;'fii5:

laffg
'入れ

t~、】。[LIへ

えの悲
O. TIJは-3

'に的
口上人
'f7- C一気
'ずで
し一統
と　落ヽ

三FT!　i":r.・三

こい　　)fr,
3ZS

つ5三百

<-<
ヽ

∴i::: ''
」移木
クと野

.tt、 '111"--

買.≡

人と軌、52懸クヨIす=
か　言:3ー

知　ん甥

L

と

理
の
推
移
と
原
因
を
述
べ
よ

二
〇
〇
字
以
内

へ
は
が
き
大
の
図
形
内
)

(

　

　

　

　

ク

(

　

　

　

　

ク

(

　

　

　

ク

x
i
い
け
一
日
、

庭
石
)

八
に
報
ず
る
文
(
安
倍
i
l
a
成
「
山
中
雑
記
」

な

　

　

し

二
〇
〇
-
三
〇
〇
字

三
〇
〇
字
以
内

作
れ
'
(
A
し
わ
よ
せ
t
 
B
こ
げ
つ
く
、
C

最
期
ク
を
担
げ
)
、
T
H
従
二
院
と
な
っ
て
か
ら

そ
れ
に
も
と
づ
く
行
動
と
を
記
せ

÷
　
　
　
V
-
;
j
1
-
や
)
A
X
人
　
ヰ
C
?
J
;
-
:

ー
‥
た
蝣
>
 
'
-
*
蝣
*
げ

抱
囲
E
3
S
9
5
K

た
&
翻
心
を
中
学
時
代
の
恩
師
に
報
ず
る
は
が
き
文
を
e

十
J
j
・
こ
-
∴
.
し
-
,
'

・
-
"
.
い
-
f
V
-
'
り
L
-
I
い
て
け

一
八
〇
字
以
内

四
〇
〇
字
以
内

二
〇
〇
字
以
内

二
五
〇
-
三
〇
〇
字

<
注
>
○
こ
れ
は
「
国
語
の
傾
向
と
対
策
」
　
(
旺
文
社
刊
)
に
よ
り
判
明
し
た
も
の
の
み
を
掲
げ
た
o

o
な
お
、
金
沢
大
学
で
は
川
年
「
早
春
」
へ
3
1
年
「
社
会
生
活
に
於
い
て
の
芸
術
の
設
煎
」
以
下
'
包
年
作
文
問
笛
が

出
i
^
'
;
-
∵
J
い
i
0
-
㌦
　
㌫
∵
J
,
・
べ
W
u
-
:
.
-
.

r
j
‥
に
は
　
　
　
午
、
の
よ
う
に
什
ナ
＼
・
'
蝣
・
!
X
-
¥
で
＼
:
:
}
・
'
」
0
?
-
~
-
y
W
-
;
.
∵
　
,
*
蝣
サ
S
一
　
∵
＼
は
∵
n
-
1
-
v
　
　
と
し
て
出
=
聖
で
;

¥
J
い
る
r
J



内
で
書
き
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
-
計
画
性
も
テ
ス
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
o
私
は
,
私
た
ち
の
作
文
指
潰
に
お
い
て
も
、
生
徒
た
ち
に
討
耐
性

を
無
視
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
は
思
う
が
へ
た
だ
'
大
学
入
試
や
入
社
試
険
の

準
棺
と
し
て
そ
れ
を
F
.
祝
す
る
必
顎
は
な
い
と
忠
生
私
た
ち
は
私
た
ち
の
作

文
指
導
を
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
が
そ
の
ま
I
l
試
険
の
対
策
に

な
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
O
　
(
作
文
に
限
ら
ず
入
試
問
越
の
す
べ
て
に
お
い

て
三
間
校
嬰
で
ふ
る
い
落
と
す
た
め
の
'
あ
ま
り
に
作
為
的
な
'
問
題
の
た
め

の
問
題
と
言
え
る
よ
う
な
難
問
に
よ
っ
て
、
高
校
で
の
教
育
を
歪
め
る
よ
う
な

傾
向
は
伍
に
避
け
て
欲
し
い
も
の
だ
。
)
少
く
と
も
へ
試
険
対
舞
と
し
て
「
計

両
性
」
を
P
L
祝
し
て
数
々
の
制
限
を
設
け
て
胃
か
せ
る
と
い
う
姑
息
な
手
段
は

と
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
生
徒
た
ち
の
表
現
門
萩
も
'
表
現
慌
力

も
伸
ば
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
。
そ
し
て
へ
生
清
を
見
つ
9
.
生
清
を
拡

充
す
る
こ
と
を
助
長
し
な
い
か
ら
。
逆
に
不
自
由
を
感
じ
さ
せ
'
書
く
こ
と
を

E
-
<
し
・
＼
E
.
)
ぅ
よ
　
ト
,
 
d
j
∴
∴
'
J
'
f
i
.
÷
㍉
-
f
.
'
^
J

だ
が
し
か
し
,
試
衿
畔
情
の
た
め
の
作
文
指
'
-
r
F
は
敬
遠
す
る
と
し
て
も
'
生

徒
た
ち
の
関
心
を
広
げ
へ
科
学
に
つ
い
て
・
社
余
に
つ
い
て
・
人
間
に
つ
い

て
'
深
く
思
考
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

そ
の
点
で
'
以
上
に
牽
け
た
試
_
検
問
粒
の
中
か
ら
'
刑
E
出
#
K
>
も
の
は
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
へ
　
「
封
両
性
」
は
私
た
ち
に
こ
そ
必
敬
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
o
何
を
書
か
せ
る
か
、
す
な
わ
ち
何
を
琴
え
さ
せ
る
か
と
い
-
問
題
を
'
無

訂
回
に
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
行
な
っ
て
は
'
作
文
指
尋
の
効
果
は
半
減
す

る
で
も
ろ
-
o
労
各
く
し
て
冥
少
し
と
い
-
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

私
自
身
は
撃
で
見
て
は
試
験
問
輿
h
r
利
用
し
て
来
た
。
(
表
2
参
紹
)
が
、

計
両
性
は
少
な
か
ら
ず
不
足
し
て
い
た
と
反
省
し
て
い
る
。
た
だ
'
「
八
田
形

.

・

一

∴

.

・

・

・

;

つ

　

　

　

、

.

-

,

.

-

.

.

I

t

,

・

/

物
足
り
な
く
て
、
何
と
か
機
会
を
作
り
出
し
て
は
告
か
せ
て
来
た
も
の
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
'
「
作
文
」
と
か
「
綴
り
方
」
と
か
の
呼
称
に
も
こ
だ
わ
ら

へ
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湖
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け
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な

い
と
い
-
必
要
に
迫
ら
れ
て
始
め
た
も
の
で
あ
っ
た
o
今
は
、
恥
ず
か
し
い
ほ

ど
不
完
全
で
あ
っ
た
こ
と
を
捕
恨
し
て
い
る
o
 
L
か
L
t
そ
-
し
た
反
省
の
中

か
ら
'
私
は
私
な
り
に
へ
　
こ
の
よ
-
に
し
た
ら
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
-
と
こ

ろ
を
琴
見
て
来
た
。
す
な
わ
ち
'
次
の
よ
う
に
討
画
を
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た

と
思
う
の
で
あ
る
o
も
と
よ
り
'
主
眼
点
は
「
作
文
を
書
か
せ
る
こ
と
に
よ
り

舛
清
を
正
し
く
見
つ
め
、
と
ら
え
る
カ
を
義
-
こ
と
」
に
E
い
て
の
こ
と
で
あ

る
。1

　
生
清
を
日
常
的
に
と
ら
え
る

.
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ね
ば
な
ら
な
い
.
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
も
'
導
入
段
階
で
は
同
様
で
あ

る
は
ず
だ
が
,
高
校
に
お
い
て
は
殊
に
「
は
に
か
み
」
「
は
じ
ら
い
」
の
気
荷

が
強
く
な
っ
て
来
る
し
'
反
面
権
威
あ
り
と
見
倣
す
も
の
に
対
し
て
は
反
抗
心

を
抱
い
て
は
い
る
L
t
そ
れ
で
い
て
胃
か
せ
れ
ば
票
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
-

'

'

'

-

'

-

,

'

'

.
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・

い

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
例
え
ば
'
「
父
を
語
る
」
　
「
我
が

I
.
.
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-
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・
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'
,
,
 
'
'
'
.
I
∴
　
　
　
　
　
　
　
∵
'
:
・
∴
　
　
‥
・

ら
「
あ
る
一
日
」
で
も
よ
い
o
そ
れ
で
も
吾
き
し
ぶ
る
者
に
は
「
楽
し
か
っ
た

思
い
出
」
「
く
や
し
か
っ
た
こ
と
」
な
ど
を
用
意
し
て
や
る
の
も
一
く
ふ
-
ど

ろ
う
O
と
に
か
く
こ
こ
で
は
実
感
や
信
念
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
よ
う
促
が

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
か
く
拭
念
的
で
あ
り
が
ち
な
生
徒
た
ち
の
へ
そ
の
放
念
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台
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味
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ね
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じ
っ
く
り
と
足
も
と
か
ら
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己
を
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立
さ
せ
ね
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ら
な
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。
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は
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す
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あ
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日
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ま
た
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な

っ
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を
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っ
た
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と
」
と
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は
ら
せ
る
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夫
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っ
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現
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術
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文
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成
力
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思
考
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が
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に
つ
く
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で
は
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お
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事
件
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も
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果
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偲
角
カ
の
こ
と
や
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ロ
野
球
の
ス
ト
ー
ブ
リ
ー
グ
の
こ
と
も
'
だ
ら

だ
ら
と
書
き
た
が
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
'
こ
こ
で
へ
そ
う
し
た

中
か
ら
兵
に
書
く
に
伍
す
る
も
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へ
真
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近
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で
あ
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。
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面
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ま
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に
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ガ
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そ
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他
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般

に
起
っ
た
事
故
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笥
件
な
ど
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大
き
く
載
せ
て
あ
る
の
が
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正
で
あ
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が
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そ
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交
通
事
故
な
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い
と
も
わ
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ら
な
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逆
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手
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。
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ど
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っ
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で
あ
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ラ
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オ
で
閃
い
て
い
る
が
新
開
で
は
大
ざ
っ

ば
に
見
る
だ
け
で
は
っ
き
り
見
な
い
。
も
っ
と
も
新
開
よ
り
ラ
ジ
オ
の
方
が

聞
い
て
い
る
だ
け
楽
で
よ
い
.
こ
の
よ
う
で
さ
っ
ぱ
り
政
治
の
方
は
わ
か
ら

な
い
の
で
あ
る
O
だ
が
政
治
面
で
一
つ
感
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。
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に
も
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り
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え
な
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。

も
っ
と
も
自
分
に
は
む
ず
か
し
い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
中
に
あ
る
摂
字
は
多
す

ぎ
る
。
そ
の
た
め
そ
の
内
容
が
一
段
と
む
ず
か
し
く
な
る
。
と
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っ
て
も
新

聞
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の
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が
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と
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し
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に
な
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'
私
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出
題
の
「
最
近
の
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開
記

事
の
中
で
特
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
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い
て
冒
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の
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し
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こ
と
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い
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
,
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
よ
-
工
夫
し

て
み
た
ま
え
」
と
注
意
し
て
い
る
o
社
&
'
的
地
位
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よ
り
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こ
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∴
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所
ま
で
か
け
つ
け
た
o
そ
こ
に
は
'
私
と
同
じ
く
'
ぬ
れ
た
人
々
や

門
司
に
野
心
た
め
急
い
で
い
る
人
々
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
O
f
ハ
ス
は
し
ば
ら

く
準
を
見
せ
な
か
っ
た
。
や
が
て
黒
山
と
形
容
し
て
も
い
い
ほ
ど
の
満
員
'
ハ

ス
が
目
の
前
に
甥
わ
れ
た
。
降
り
る
人
が
降
り
て
し
ま
-
と
、
待
ち
構
え
た

人
た
ち
が
我
先
に
と
訳
降
口
に
向
っ
て
お
し
よ
せ
た
O
五
分
の
一
は
ど
の
人

を
接
し
て
バ
ス
は
発
雄
し
て
し
ま
っ
た
o
私
は
次
の
'
ハ
ス
を
待
っ
た
。
な
か

な
か
茄
な
か
っ
た
o
待
つ
人
が
ま
た
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
く
る
し
体
が
冷
え
て

く
る
の
で
'
私
は
い
ら
だ
た
し
い
気
将
に
な
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
所
に
長
い

時
制
持
た
さ
れ
て
い
る
よ
り
は
、
少
し
く
ら
い
人
を
即
し
の
け
て
も
'
さ
っ

き
沢
っ
て
L
等
え
ば
よ
か
っ
た
と
琴
冬
も
よ
う
に
な
っ
た
.
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っ
き
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い
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ス
が
来
た
o
私
は
も
-
鄭
中
で
'
ハ
ス
の
入
口
を
目
指
し
て
進
み
出
た
。
そ
れ

で
も
私
は
入
口
の
す
ぐ
前
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
o
私
は
な
る
た
け
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う
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の
会
社
員
ら
し
い
人
も
裏
り
か
け
て
い
た
。
二
人
し
て
S
/
い
入
口
か
ら
は
一

緒
に
入
れ
な
い
。
二
人
杜
ち
ょ
っ
と
先
を
争
っ
た
o
け
れ
ど
も
'
私
の
方
が

立
ち
場
が
よ
か
っ
た
の
で
'
思
い
き
っ
て
肩
を
-
ん
と
突
っ
張
っ
て
変
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
バ
ス
も
ま
た
い
く
人
か
後
に
し
て
出
て
し
ま
っ
た
。
私
の

心
が
静
ま
り
落
ち
つ
く
に
つ
れ
て
'
こ
う
し
て
先
に
頻
っ
て
し
ま
っ
た
自
分

が
、
ひ
ど
く
あ
さ
ま
し
い
人
間
に
思
わ
れ
へ
'
ハ
ス
が
駅
に
請
く
ま
で
後
悔
の

念
に
責
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
o
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「
す
な
お
さ
」
を
今
後
仲
は
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
惜
し
い

の
は
,
こ
う
い
う
場
合
に
ど
う
し
た
ち
ょ
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
考
え
及

ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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作
文
指
導
の
対
象
が
、
大
人
に
な
り
か
け
た
高
校
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
'

導
入
期
に
お
け
る
生
徒
た
ち
の
生
活
の
災
態
は
、
行
動
な
い
し
は
関
心
の
折
田

が
広
け
れ
ば
思
考
は
頂
く
'
逆
に
鋭
い
感
受
性
を
見
せ
る
者
は
尖
に
狭
い
と
い

ラ
,
営
爪
的
な
判
断
で
十
分
な
侮
向
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
'
彼
ら

の
日
㍑
の
生
清
を
価
値
的
に
見
る
よ
う
に
導
け
ば
'
そ
し
て
そ
れ
ら
欝
く
内
容

を
「
あ
り
の
ま
・
^
に
詳
し
く
」
書
く
よ
-
に
導
け
ば
、
や
が
て
そ
こ
に
問
題
を

つ
か
む
態
度
と
い
う
も
の
は
身
に
つ
い
て
く
る
の
で
あ
る
o
そ
れ
は
、
繰
り
返

し
琴
見
さ
せ
t
 
n
き
椛
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
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こ
ろ
で
へ
あ
り
の
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1
に
く
わ
し
く
書
く
と
い
-
こ
と
は
、
真
実
を
書
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
心
に
も
な
い
こ
と
は
誓
く
な
'
頂
に
あ
る
こ
と
を
そ

の
ま
1
詳
し
く
む
い
て
み
よ
-
」
と
促
す
こ
と
が
必
境
で
あ
る
O
け
だ
し
、
賞

黒
を
自
由
に
書
く
た
め
に
は
い
わ
ゆ
る
「
自
己
を
裸
に
す
る
」
態
仁
が
な
け
れ
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持
っ
て
き

て
い
る
年
代
で
あ
る
だ
け
に
一
問
そ
れ
は
困
難
だ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
一

例
を
挙
げ
れ
ば
'
導
入
期
に
お
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わたっているのであるから画一的に押しっけることは常に退けわは

なるまい。生徒たちに魅力を感じさせないようになっては困るし'

反発させるようになってはなお因るので'.牀蝣るoだから私たちほ'科

学の方向に向かうよ-な笥物についての認識を育てる嬰崇をも、芸

術的な方向に向か-ような現物についての具体的な享受をさせる要

素をも、そして用向きを他人に正確に伝えさせるという契用的な嬰

崇をも'課題の中に窺めることを忘れてはならないのであるo従っ

てへ撃汀によっt.)け二〔r.~',吋たけでr.^->~fに<;-:.か1Jる;-']聖fごの,舎"
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近の新開から」「私の不安」「忘れ待ぬ人」の三冠から選んで哲か

せたりへ「自己を語る」か「変情について」の二つの内で書いて

はしかった時も'「初夏」などを追加したのはまそ-い-配慮からで

ォ'つた。

そして、良枝に、満水粍太郎氏の言・Gれる「抽象と具体との往

復」(管)ということもぜひ参考にすべきであるo

注1「国語学辞典」(昭和三十年八月、翼仇望刊)

‥二∴・--iI卜圭…∴∴

庄』第一巻)一三〇.へ

ccL'㍍蝣11- 二㌢〓文学liHCTsアW小蝣7)".--に関するアンケート」

(昭8-S)より

4満水色太郎若「論文の書き方」(昭3・2岩波新書)

(<代高校教諭)

(
f




